
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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告

示

目

次

平成™˜年 月š日 木曜日 第œ˜›Ÿ号官 報

住
所
千
葉
県
市
川
市
市
川
南
４
丁
目
６
番
3
2
`
2
0
1号

金
浩
二
昭
和
4
7年
３
月
1
9日
生

住
所
福
岡
県
嘉
麻
市
漆
生
1
4
9
7番
地

金
榮
順
昭
和
2
4年
７
月
2
0日
生

金
愼
介
昭
和
4
8年
２
月
６
日
生

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
号

宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
一
年
九
月
三
日

法
務
大
臣

森

英
介

宮
城
県
柴
田
郡
沼
邊
村
大
字
沼
邊
字
寄
井
二
百
八
十
番

地

舟
山
雄
一
郎

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
七
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
三
日

法
務
大
臣

森

英
介

住
所
島
根
県
浜
田
市
田
町
1
5
3
2番
地

李
令
江
昭
和
3
3年
８
月
１
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
林
寺
４
丁
目
１
番
６
号

金
泰
莫
昭
和
1
0年
３
月
１
日
生

®
∏
二
昭
和
3
4年
８
月
2
8日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
梅
島
１
丁
目
2
8番

2
1号

ã
実
惠
昭
和
5
1年
３
月
６
日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
４
丁
目
2
1番
２
号

高
¥
恵
昭
和
5
3年
３
月
1
7日
生

住
所
東
京
都
多
摩
市
落
合
１
丁
目
2
4番
地
４

朴
ù
一
昭
和
2
9年

1
2月
６
日
生

住
所
福
岡
市
西
区
姪
浜
駅
南
１
丁
目
５
番
４
`
2
0
6号

徐
元
秀
昭
和
5
6年
６
月
２
日
生

住
所
群
馬
県
高
崎
市
吉
井
町
南
陽
台
２
丁
目
１
番
地
2
9

李
錫
峯
昭
和
2
6年
４
月
2
6日
生

愼
朋
子
昭
和
2
9年
４
月
２
日
生

住
所
愛
知
県
豊
田
市
荒
井
町
下
原
3
8
1番
地
１

李
崇
源
昭
和
5
6年
４
月
2
0日
生

住
所
愛
知
県
西
加
茂
郡
三
好
町
三
好
丘
５
丁
目
１
番
地

1
1

Ô
初
惠
昭
和
4
6年
７
月
1
1日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
港
栄
２
丁
目
５
番
1
0号

金
政
代
昭
和
3
0年
２
月
８
日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
元
町
５
番
2
9号

李
美
由
樹
昭
和
5
1年

1
0月
４
日
生

〇
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七

年
の
議
定
書
へ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
加
入

に
関
す
る
件
（
同
四
六
八
）

〇
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程

の
チ
ェ
コ
共
和
国
に
よ
る
批
准
に
関
す
る

件
（
同
四
六
九
）

〇
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
四
〇
九
）

〔
告

示
〕

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
四
〇
六
）

J

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
四
〇
七
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
四
六
五
）

K

〇
千
九
百
九
十
二
年
の
油
に
よ
る
汚
染
損
害

の
補
償
の
た
め
の
国
際
基
金
の
設
立
に
関

す
る
国
際
条
約
の
二
千
三
年
の
議
定
書
へ

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
加
入
に
関
す

る
件
（
同
四
六
六
）

L

〇
千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ
い
て

の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
を
改
正
す

る
千
九
百
九
十
六
年
の
議
定
書
へ
の
ギ
リ

シ
ャ
共
和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

（
同
四
六
七
）

〇
漁
業
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る

市
町
村
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件（
農
林
水
産
一
二
五
〇
、
一
二
五
一
）

L

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
二
五
二
〜
一
二
五
九
）

M

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
二
六
〇
〜
一
二
六
五
）

N

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る

法
律
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
調
査
機
関
の
事
業
所
等
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
件
（
経
済
産
業
二
八
二
）

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
特
別
評
価
方
法
認
定
を

し
た
件
（
国
土
交
通
九
八
〇
、
九
八
一
）

O

〇
水
路
測
量
の
実
施
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
二
四
七
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
二
九
、
一
三
〇
）

Q

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

金
融
庁

法
務
省

文
部
科
学
省

国
土
交
通
省

Q

〔
皇
室
事
項
〕

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

（
外
務
省
）

J
I

産

業

日
本
工
業
規
格
（
国
土
交
通
省
）

J
I

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
千
葉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁製

造
た
ば
こ
小
売
定
価
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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